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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】中・大型鳥を防鳥対象とする固定型の防鳥網に

おける野鳥の羅網被害を低減し、かつ耐久性、メンテナ

ンス性を向上させる防鳥網を提供する。

【解決手段】防鳥網の網地を、正六角形の「ハニカム目

」網目形状で「有結節」編みにする。網地の両サイドの

網目の上辺および底辺を耳糸と直角に結節して、網目形

状を保持し網糸の張力を維持することで、挟みこみや絡

み付きによる野鳥の羅網リスクを低減する。耳糸上の結

節の中間点２ｂに張り紐３を通して、網の展張や撤収な

どのメンテナンスを容易にするのが好ましい。また、野

鳥が防鳥網の存在を認識しやすいように、網地に蓄光性

顔料を含有する蓄光繊維素材または着色繊維素材の網糸

を用いるのが好ましい。

【選択図】図３
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 第 １ の 繊 維 素 材 の 網 糸 を 用 い 正 六 角 形 の 網 目 形 状 を 有 結 節 編 み し た 網 地 と 、 第 ２ の 繊 維

素 材 を 用 い た 耳 糸 か ら 構 成 さ れ る 防 鳥 網 で あ っ て 、 前 記 網 地 の 両 サ イ ド の 網 目 の 上 辺 と 底

辺 を 前 記 耳 糸 と 直 角 に 交 わ る よ う に 結 節 し た 構 造 の 防 鳥 網 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 結 節 の 中 間 点 に 張 り 紐 を 通 す 構 造 の 請 求 項 １ 記 載 の 防 鳥 網 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 第 １ の 繊 維 素 材 は 網 糸 に 蓄 光 繊 維 素 材 ま た は 着 色 繊 維 素 材 で あ る 請 求 項 １ ま た は 請

求 項 ２ 記 載 の 防 鳥 網 。

【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 考 案 は 、 農 水 産 物 の 野 鳥 に よ る 食 害 を 防 止 す る 目 的 で 農 耕 地 や 養 魚 場 等 に 敷 設 す る 網

（ 以 下 、 防 鳥 網 と 略 す ） に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 、 主 と し て 中 ・ 大 型 鳥 を 防 除 対 象 と す る 固

定 型 の 防 鳥 網 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 防 鳥 網 は 、 農 耕 地 や 養 魚 場 等 へ の 野 鳥 の 侵 入 と 食 害 を 防 止 す る 最 も 有 効 な 手 段 と し て 、

広 く 使 用 さ れ て い る 。 従 来 の 防 鳥 網 の 多 く は 、 漁 網 技 術 を 応 用 し て 編 網 し た も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 防 鳥 網 の 編 み 方 に は 、 各 網 目 の 結 合 部 分 に 結 び 目 が で き る 「 有 結 節 」 と 組 込 み の 「 無 結

節 」 、 編 み 込 み に よ る 「 ラ ッ セ ル 」 が あ る 。 ま た 、 「 ネ ト ロ ン 」 （ 三 井 化 学 株 式 会 社 の 登

録 商 標 ） な ど の 成 型 網 が 利 用 さ れ る こ と も あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 現 在 使 用 さ れ て い る 一 般 的 な 防 鳥 網 の 網 目 に は 、 網 目 形 状 が ひ し 形 の 「 菱 目 」 と 、 正 方

形 の 「 角 目 」 が あ る 。 中 ・ 大 型 鳥 を 防 除 対 象 と す る 固 定 型 の 防 鳥 網 で は 、 圃 場 の 広 い 面 積

を 効 率 的 に カ バ ー す る 必 要 性 か ら 、 縮 結 を 利 用 で き る 「 有 結 節 」 編 の 「 菱 目 」 網 目 が 主 流

で 、 こ の 網 を パ イ プ 支 柱 と 張 り ワ イ ヤ ー な ど で 組 ん だ 設 置 架 に 展 張 す る 。 縮 結 と は 網 を 設

置 す る 際 に 網 目 を 引 き 伸 ば す 割 合 の こ と で 、 一 般 に 縮 結 を 利 用 す る タ イ プ の 防 鳥 網 の 耳 糸

は 、 「 菱 目 」 の 一 部 を 構 成 す る 。 ま た 、 設 置 架 を 利 用 せ ず 耕 作 物 に 直 接 被 せ る タ イ プ （ 直

置 き 型 ） の 「 菱 目 」 ま た は 「 角 目 」 の 簡 易 防 鳥 網 も 、 広 く 利 用 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 「 ラ ッ セ ル 」 網 や 成 型 網 に は 、 網 目 の 結 合 部 分 が 六 角 形 の ２ 辺 を 構 成 す る 「 亀 甲 目 」 が

あ り 、 防 鳥 や 動 物 忌 避 用 に サ イ ド ・ ネ ッ ト と し て 利 用 さ れ る こ と が あ る 。 「 亀 甲 目 」 の ネ

ッ ト の 多 く は 、 剛 性 を 有 す る 合 成 樹 脂 線 材 や 金 属 線 材 で 編 網 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 、 特

許 文 献 ２ ） 。 こ の タ イ プ の 網 は 、 縮 結 が ほ と ん ど 無 く 柔 軟 性 に 欠 け 重 量 が あ る の で 、 広 い

圃 場 の 天 井 網 と し て 利 用 さ れ る こ と は 少 な い 。 農 作 物 の 保 護 を 目 的 と し た 特 徴 的 な 網 糸 や

編 み 方 を 用 い る 防 鳥 網 も あ る （ 特 許 文 献 ３ ） 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 一 般 に 、 固 定 型 防 鳥 網 に は ５ ０ ０ ～ ２ ５ ０ ０ デ ニ ー ル の ポ リ エ チ レ ン な ど の 耐 候 性 の 高

い 糸 が 用 い ら れ る 。 多 く の 場 合 、 こ れ ら の 糸 は 透 明 も し く は 白 色 か 、 黒 や 青 な ど 目 立 た な

い 色 に 着 色 さ れ て い て 、 夜 間 は ほ と ん ど 認 識 で き な く な る 。 野 鳥 を 忌 避 す る た め 、 光 る 素

材 を 編 み 込 む （ 特 許 文 献 ４ 、 特 許 文 献 ５ 、 特 許 文 献 ６ 、 特 許 文 献 ７ ） な ど の 技 術 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 従 来 の 固 定 型 防 鳥 網 に 対 し て 、 敷 設 コ ス ト や ネ ッ ト 着 脱 時 の 手 間 の 軽 減 な ど の 観 点 か ら

、 圃 場 の 規 模 や 作 物 、 防 除 対 象 等 を 限 定 し て 、 よ り 簡 易 な 防 鳥 網 、 保 護 ネ ッ ト 等 の 設 置 ・

利 用 方 法 も 提 唱 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ８ 、 非 特 許 文 献 １ 、 非 特 許 文 献 ２ ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】
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【 ０ ０ ０ ８ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ８ － ０ ０ ０ ０ ６ ６ 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － ３ ４ ０ ６ ７ ４ 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － ４ ３ ９ ３ ３ 公 報

【 特 許 文 献 ４ 】 実 開 昭 ５ ２ － ２ ２ ０ ７ ５ 公 報

【 特 許 文 献 ５ 】 実 開 平 ５ － ４ ８ ６ ８ ６ 公 報

【 特 許 文 献 ６ 】 実 開 昭 ５ ３ － ５ ４ ６ ８ 公 報

【 特 許 文 献 ７ 】 実 登 ３ １ ７ ６ ８ ７ ３ 公 報

【 特 許 文 献 ８ 】 特 開 平 ３ － ２ ０ ６ ８ ２ １ 公 報

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 防 鳥 網 の 簡 易 設 置 「 ら く ら く 設 置 ３ ． ５ 」 マ ニ ュ ア ル （ 農 研 機 構 ・ 中 央

農 業 総 合 研 究 セ ン タ ー ・ 鳥 獣 害 研 究 サ ブ チ ー ム 、 ２ ０ １ ６ 年 １ 月 １ ８ 日 ）

【 非 特 許 文 献 ２ 】 テ グ ス と 防 鳥 網 の 組 み 合 わ せ で 果 樹 園 へ の カ ラ ス 侵 入 を 抑 え る 「 く ぐ れ

ん テ グ ス 君 」 設 置 マ ニ ュ ア ル （ 基 盤 的 地 域 資 源 管 理 ・ 鳥 獣 害 管 理 、 徳 島 県 立 農 林 水 産 総 合

技 術 支 援 セ ン タ ー 、 ２ ０ １ ３ 年 ６ 月 ３ 日 ）

【 考 案 の 概 要 】

【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 従 来 、 防 鳥 網 は 野 鳥 か ら の 農 水 産 物 の 保 護 を 目 的 と し て い る 。 こ の た め 、 防 除 対 象 で あ

る 野 鳥 の 安 全 は ほ と ん ど 考 慮 さ れ ず 、 羅 網 被 害 が 発 生 し て い る 。 野 鳥 の 羅 網 被 害 は 、 中 ・

大 型 鳥 を 防 除 対 象 と す る 固 定 型 の 防 鳥 網 で 顕 著 で 、 特 に ハ ス 田 に お け る カ モ 用 防 鳥 網 に お

け る 野 鳥 の 羅 網 被 害 は 、 そ の 規 模 や 数 の 多 さ 、 被 害 が 希 少 種 に 及 ぶ こ と が 報 告 さ れ 、 社 会

問 題 化 し て い る 地 域 が あ る （ 渡 辺 朝 一 「 ハ ス 田 に 敷 設 さ れ た 防 鳥 ネ ッ ト に 羅 網 し た 野 鳥 の

被 害 状 況 と 防 鳥 ネ ッ ト 敷 設 が 鳥 類 の 生 息 に 与 え る 影 響 」 Ｂ ｉ ｒ ｄ 　 Ｒ ｅ ｓ ｅ ａ ｒ ｃ ｈ 　 Ｖ

ｏ ｌ ． ８ ， ｐ ｐ ． Ａ １ １ － Ａ １ ８ 、 明 日 香 治 彦 ・ 池 野 進 ・ 渡 辺 朝 一 「 茨 城 県 下 の ハ ス 田 に

お け る 防 鳥 ネ ッ ト に よ る 野 鳥 羅 網 被 害 の 状 況 」 Ｓ ｔ ｒ ｉ ｘ 　 Ｊ ｏ ｕ ｒ ｎ ａ ｌ 　 ｏ ｆ 　 Ｆ ｉ

ｅ ｌ ｄ 　 Ｏ ｒ ｎ ｉ ｔ ｈ ｏ ｌ ｏ ｇ ｙ 　 Ｖ ｏ ｌ ． ２ ７ ， ｐ ｐ ． １ １ ３ － １ ２ ４ ， ２ ０ １ １ ） 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 野 鳥 の 羅 網 被 害 の 原 因 と し て 、 従 来 使 用 さ れ て い る 防 鳥 網 が 、 野 鳥 が 羅 網 し や す い 性 質

で あ る こ と を 指 摘 す る 。 中 ・ 大 型 鳥 用 の 固 定 型 の 防 鳥 網 は 目 合 が 大 き く 、 野 鳥 が 防 鳥 網 に

接 触 す る と 、 網 目 に 差 し 込 ま れ た 体 の 一 部 が 網 糸 に 挟 み こ ま れ る か 、 網 目 が 歪 ん で 張 力 が

低 下 し た 網 糸 に 絡 み と ら れ る こ と に よ り 羅 網 す る 。 羅 網 に よ り コ ン ト ロ ー ル を 失 っ た 野 鳥

は 、 自 重 に よ り 網 に つ り 下 が っ た 状 態 と な り 、 さ ら に 網 糸 を 引 っ 張 っ て 網 目 を 歪 め 、 羅 網

状 態 か ら の 脱 出 が 困 難 と な る 。 こ の よ う な 網 を 設 置 し て い る 圃 場 の 多 く は 、 通 気 性 や 日 照

等 の 作 物 へ の 影 響 、 メ ン テ ナ ン ス 性 や 経 済 性 等 を 考 慮 す る と 、 野 鳥 の 体 が 入 り 込 ま な い 目

合 が 小 さ い 防 鳥 網 へ の 切 り 替 え は 合 理 的 で な い 。 ま た 、 設 置 架 を 利 用 し な い 直 置 き 型 の 簡

易 防 鳥 網 は 、 網 地 の 歪 み が 大 き く 網 糸 の 張 力 が 著 し く 劣 る の で 、 野 鳥 や 小 動 物 が 接 触 し た

場 合 に 、 絡 み や す く 危 険 で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 さ ら に 、 野 鳥 の 羅 網 被 害 が 多 発 し て い る 圃 場 の 多 く は 、 網 の 一 部 が 破 損 し た 状 態 で 放 置

さ れ て い た り 、 網 の 継 ぎ 目 や 網 と 地 面 の 間 に 隙 間 が あ る な ど 、 防 鳥 網 の 敷 設 や 管 理 が 不 適

切 な 状 況 で あ る こ と が 指 摘 さ れ て い る 。 ま た 、 収 穫 後 に 網 を 全 面 撤 去 す べ き と こ ろ 一 部 を

残 し た ま ま に す る な ど 、 不 注 意 や 配 慮 不 足 に よ る 羅 網 被 害 が 発 生 し て い る こ と に も 留 意 す

べ き で あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 考 案 の 目 的 は 、 野 鳥 が 羅 網 し 難 い よ う に 配 慮 し た 構 造 を 持 ち 、 敷 設 お よ び 管 理 が 容 易

で 耐 久 性 と メ ン テ ナ ン ス 性 が 高 い 、 中 ・ 大 型 鳥 用 固 定 型 の 防 鳥 網 を 提 供 す る こ と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ４ 】
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　 本 考 案 で は 、 野 鳥 が 羅 網 し に く い 網 目 形 状 と し て 正 六 角 形 の 「 ハ ニ カ ム 目 」 を 採 用 す る

。 防 鳥 網 の 両 端 の 耳 糸 に 接 す る 部 分 は 、 防 鳥 網 を 展 張 し た 際 に 網 目 が 正 六 角 形 を 保 持 で き

る よ う に 、 「 ハ ニ カ ム 目 」 網 目 の 上 辺 と 底 辺 が 耳 糸 と 直 角 に 交 わ る よ う に 網 目 を 切 り 取 り

、 耳 糸 と の 接 点 を 結 節 す る 。 耳 糸 の 各 結 節 の 中 間 点 に 張 り 紐 を 通 し 、 張 り 紐 を 引 き 絞 る こ

と に よ り 、 網 地 を コ ン パ ク ト に 畳 ん で 結 束 し 収 納 で き る よ う に す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 防 鳥 網 に 用 い る 網 糸 に は 、 野 鳥 が 防 鳥 網 の 存 在 を 察 知 で き る よ う に 、 蓄 光 性 顔 料 を 含 有

す る 蓄 光 繊 維 素 材 ま た は 着 色 繊 維 素 材 を 用 い る こ と が 望 ま し い 。

【 考 案 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 考 案 の 防 鳥 網 は 、 結 節 部 分 で 全 て の 角 が １ ２ ０ 度 と な る 正 六 角 形 の 「 ハ ニ カ ム 目 」 の

網 目 を 採 用 す る 。 正 六 角 形 の 「 ハ ニ カ ム 目 」 網 目 の 野 鳥 の 羅 網 の 防 止 効 果 は 、 こ の 網 目 形

状 の 持 つ 物 理 的 な 特 性 に よ っ て 説 明 で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 物 体 が 網 目 に 「 挟 ま る 」 と い う 現 象 は 、 網 目 の 角 か ら 出 た 複 数 本 の 網 糸 に 、 物 体 が ２ 点

以 上 で 内 接 し て 発 生 す る と 考 え ら れ る 。 網 糸 に 十 分 な 張 力 が あ る 場 合 、 こ の 接 触 点 で は 網

目 の 角 を 外 側 に 開 く 力 の モ ー メ ン ト が 生 じ 、 そ の 反 対 方 向 に 網 糸 の 張 力 （ 垂 直 応 力 ） が 働

く 。 網 糸 が 鋭 角 に 交 わ っ て い る 箇 所 に 物 体 が 接 触 し た 場 合 、 網 糸 の 張 力 は 物 体 の 中 心 点 よ

り 内 側 （ 角 に 近 づ く 方 向 ） に 向 か っ て 作 用 す る の で 、 物 体 は 角 の 方 向 に 引 き 付 け ら れ る こ

と に な る 。 網 糸 が 直 角 に 交 わ っ て い る 場 合 に は 、 接 触 点 に お け る 網 糸 の 張 力 は 物 体 の 中 心

点 に 向 か っ て 働 く 。 網 糸 が 鈍 角 に 交 わ っ て い る 場 合 は 、 接 触 点 に お け る 網 糸 の 張 力 が 物 体

の 中 心 点 よ り 外 側 （ 角 か ら 離 れ る 方 向 ） に 向 か っ て 作 用 す る こ と に な り 、 物 体 は 角 か ら 逃

げ る 方 向 に 跳 ね 返 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 従 来 の 防 鳥 網 の 「 菱 目 」 や 「 角 目 」 網 目 に は 鋭 角 も し く は 直 角 が あ り 、 そ の 角 で 交 わ る

２ 本 の 網 糸 に 野 鳥 が 接 触 す る こ と に よ り 、 多 く の 羅 網 被 害 が 発 生 し て い る 。 本 案 の 正 六 角

形 の 「 ハ ニ カ ム 目 」 網 目 は 全 て の 角 が １ ２ ０ 度 で あ る か ら 、 物 体 が 角 で 交 わ る ２ 本 の 網 糸

に 接 触 し て も 挟 み 込 ま れ る こ と は 無 い 。 正 六 角 形 の 「 ハ ニ カ ム 目 」 は 、 野 鳥 の 体 の 一 部 が

網 糸 に 挟 み こ ま れ る 羅 網 リ ス ク を 小 さ く す る 網 目 形 状 で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ま た 、 野 鳥 の 体 の 一 部 に 網 糸 が 絡 み 付 い た 状 態 の 羅 網 は 、 網 目 が 歪 む か 変 形 し て 、 網 糸

の 張 力 が 著 し く 小 さ く な っ た 箇 所 で 発 生 す る も の と 考 え ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 従 来 の 「 菱 目 」 網 目 の 防 鳥 網 を 敷 設 す る 場 合 に は 、 展 張 す る 「 菱 目 」 の 網 目 幅 を 縮 結 （

展 張 時 に 網 目 を 引 き 伸 ば す 割 合 ） を 調 整 し な が ら 、 設 置 場 所 の 大 き さ に 合 わ せ て 耳 糸 を 伸

張 し て い く 。 従 来 網 の 耳 糸 に は 、 網 目 幅 を 固 定 し 全 体 の 網 目 を 均 一 に 保 つ 機 能 が 無 い の で

、 設 置 方 法 や 気 象 条 件 、 網 の 自 重 や 外 的 な 負 荷 な ど に よ り 目 幅 が 不 揃 い に な り や す く 、 簡

単 に 網 目 が 変 形 し 網 糸 の 張 力 が 失 わ れ て し ま う 。 ま た 、 一 部 の 防 鳥 網 や フ ェ ン ス 等 で 採 用

さ れ て い る 「 亀 甲 目 」 （ 向 か い 合 う ２ 辺 の 長 さ が 他 の ４ 辺 と 異 な る 六 角 形 ） 網 目 は 、 負 荷

が 加 わ る と 力 の 分 散 が ア ン バ ラ ン ス と な り 、 網 目 が 変 形 し や す い 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 周 知 の 通 り 、 正 六 角 形 は 、 同 一 図 形 で 最 も 効 率 的 に 平 面 充 填 で き る 図 形 形 状 で あ り 、 か

つ 平 面 充 填 さ れ た 状 態 に お い て 最 も 衝 撃 に 強 く 変 形 し く い 図 形 形 状 で あ る 。 本 案 防 鳥 網 は

正 六 角 形 の 「 ハ ニ カ ム 目 」 網 目 を 「 有 結 節 」 編 み に し て い る の で 、 網 地 を 展 張 す る と 衝 撃

に 強 く 網 目 が 変 形 し 難 い 特 徴 を 持 つ 。 さ ら に 本 案 防 鳥 網 で は 、 網 地 の 両 サ イ ド の 網 目 の 上

辺 と 底 辺 の 網 糸 を 耳 糸 と 直 角 に 交 わ る よ う に 結 節 し て 、 正 六 角 形 の 「 ハ ニ カ ム 目 」 網 目 形

状 を 安 定 し て 保 持 で き る よ う に す る 。 こ の 工 夫 に よ り 、 展 張 時 に 網 地 全 体 で 網 糸 の 張 力 が

維 持 さ れ 、 絡 み つ き に よ る 野 鳥 の 羅 網 リ ス ク が 低 減 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 さ ら に 、 上 記 耳 糸 上 の 結 節 の 中 間 点 に 張 り 紐 を 通 す こ と に よ り 、 防 鳥 網 の 設 置 と 撤 収 作
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業 が 円 滑 に 実 施 で き る よ う に な る 。 防 鳥 網 を 設 置 す る 際 は 、 張 り 紐 に 沿 っ て 耳 糸 を 引 き 伸

ば す 。 撤 収 す る 際 は 、 張 り 紐 を 引 き 絞 っ て 網 地 を 横 方 向 に 引 き 伸 ば す こ と に よ り 、 絡 ま る

こ と 無 く 網 を 収 束 す る こ と が で き る 。 防 鳥 網 の 設 置 架 へ の 繰 り 返 し の 着 脱 が 可 能 で 、 作 業

も 簡 便 と な り メ ン テ ナ ン ス 性 が 向 上 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 さ ら に 、 鳥 類 は 視 覚 に 優 れ 、 特 に 紫 外 線 を 知 覚 す る 能 力 を 持 つ 。 網 糸 を 着 色 す る こ と に

よ り 野 鳥 が 防 鳥 網 の 存 在 を 視 覚 的 に 認 識 で き れ ば 、 危 険 回 避 行 動 を と る こ と が で き る と 考

え ら れ る 。 多 く の 野 鳥 は 夜 間 も 行 動 す る の で 、 網 糸 に 蓄 光 性 顔 料 を 含 有 す る 蓄 光 繊 維 素 材

を 用 い て 、 野 鳥 が 防 鳥 網 の 存 在 を 察 知 で き る よ う に す る こ と が 望 ま し い 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

【 図 １ 】 本 考 案 の 防 鳥 網 を 展 張 し た 状 態 の 全 体 構 成 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 １ の 網 地 １ を 拡 大 し た 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 １ の 耳 糸 部 分 ２ を 拡 大 し た 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ３ の 耳 糸 部 分 ２ の 張 り 紐 ３ を 引 き 絞 り 網 地 １ を 畳 む 状 態 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 １ の 網 地 １ の 末 端 部 分 ４ を 拡 大 し た 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 本 案 防 鳥 網 を 設 置 架 全 面 に 設 置 し た 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 本 考 防 鳥 網 を 設 置 架 の 天 井 面 の み に 設 置 し た 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 図 ６ の 設 置 例 に お い て 、 設 置 架 か ら の 撤 収 作 業 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 本 案 防 鳥 網 の 基 本 構 成 を 図 １ で 示 す 。 本 案 防 鳥 網 は 、 正 六 角 形 の 「 ハ ニ カ ム 目 」 網 目 を

結 節 編 み し た 網 地 １ 、 網 地 の 両 サ イ ド の 耳 糸 ２ お よ び 耳 糸 に 通 す 張 り 紐 ３ 、 網 地 の 展 張 方

向 の 両 端 部 分 ４ に 通 す 端 紐 ５ で 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 図 ２ は 、 本 案 防 鳥 網 の 網 地 １ を 拡 大 し た も の で あ る 。 本 考 案 の 防 鳥 網 の 網 地 １ に は 、 ８

０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ デ ニ ー ル 程 度 の 弾 性 率 （ 初 期 引 張 抵 抗 度 ） が 高 く 耐 候 性 が あ る ポ リ エ チ レ

ン な ど の 繊 維 素 材 を 網 糸 と し て 使 用 す る 。 本 考 案 で は 、 こ の 耐 候 性 が 高 く 張 力 が あ る 網 糸

を 、 正 六 角 形 の 「 ハ ニ カ ム 目 」 を 網 目 形 状 と し て 「 有 結 節 」 １ ａ で 編 む 。 こ の 編 み 方 で は

、 各 「 ハ ニ カ ム 目 」 の 上 辺 部 分 は 、 上 に 位 置 す る 「 ハ ニ カ ム 目 」 の 底 辺 部 分 と 重 な る の で

、 網 目 が 重 複 す る 部 分 １ ｂ は 、 網 糸 が 二 重 に な る 。 こ れ に よ り 、 網 糸 の 張 力 が 補 強 さ れ 、

網 の 自 重 や 垂 直 方 向 へ の 負 荷 に 対 し て も 網 目 が 変 形 し 難 く な る 。 「 ハ ニ カ ム 目 」 網 目 の 大

き さ （ 目 合 ） は 、 防 鳥 対 象 と す る 野 鳥 の 胴 回 り を 基 準 に 選 択 す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 図 ３ に お い て 、 本 案 防 鳥 網 の 網 地 １ の 両 サ イ ド の 耳 糸 部 分 ２ の 拡 大 図 を 示 す 。 網 地 １ の

両 サ イ ド の 耳 糸 ２ に は 、 引 っ 張 り 強 度 が 高 く 耐 候 性 が あ る １ ５ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ０ デ ニ ー ル 程

度 の ポ リ エ チ レ ン 等 の 繊 維 素 材 を 使 用 す る 。 網 地 １ の 両 サ イ ド の 耳 糸 ２ に 接 す る 部 分 は 、

「 ハ ニ カ ム 目 」 網 目 １ ｃ の 上 辺 と 底 辺 が 耳 糸 と 直 角 に 交 わ る よ う に 切 り 取 り 、 耳 糸 と の 接

点 を 結 節 ２ ａ と す る 。 耳 糸 ２ に 通 す 張 り 紐 ３ は 、 網 １ の 展 張 時 の 長 さ 以 上 の も の を 用 意 し

、 耳 糸 ２ の 各 結 節 ２ ａ の 中 間 点 ２ ｂ に 通 す 。 耳 糸 ２ の 張 り 紐 を 通 す 箇 所 ２ ｂ は 、 通 し 穴 を

用 意 す る か 、 耳 糸 ２ の 該 当 部 分 を 張 り 紐 が 係 止 さ れ る よ う に 部 分 的 に 加 工 し て も よ い 。 こ

の 耳 糸 ２ に よ り 、 １ ｃ の よ う に 網 地 を 展 張 し た 場 合 に 、 正 六 角 形 の 「 ハ ニ カ ム 目 」 網 目 の

形 状 が 維 持 さ れ 、 防 鳥 網 の 防 鳥 効 果 と 耐 久 性 が 向 上 す る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 ４ で 、 図 ３ に 示 し た 本 案 防 鳥 網 の 耳 糸 ２ の 部 分 に お い て 、 耳 糸 上 の 各 結 節 ２ ａ の 中 間

点 ２ ｂ に 通 し た 張 り 紐 ３ を 引 き 絞 る こ と に よ り 、 網 地 １ ｃ が 折 り た た ま れ て い く 状 態 を 示

す 。 張 り 紐 ３ を 最 大 限 に 引 き 絞 り 、 網 地 １ が 完 全 に 折 り た た ま れ た 状 態 に な る と 、 網 幅 は

展 張 時 の 約 ２ 倍 ま で 広 が り 、 網 が フ ラ ッ ト に 畳 ま れ た 状 態 と な っ て 、 コ ン パ ク ト に 結 束 し

収 納 で き る よ う に な る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 図 ５ は 、 本 案 防 鳥 網 の 網 地 １ の 末 端 部 分 ４ を 拡 大 し た も の で あ る 。 こ の 部 分 に は 、 端 紐

５ を 用 い て 末 端 の 網 目 を 安 定 さ せ る こ と が で き る 。 端 紐 ５ は 、 展 張 時 の 網 幅 の ２ 倍 以 上 の

長 さ を 用 意 し て 、 末 端 の 網 目 の 紐 通 し ４ ａ に 通 し て お く 。 末 端 の 網 目 紐 通 し ４ ａ を 網 目 の

角 に 設 定 し 、 網 糸 を ル ー プ 状 に 結 節 す る か 紐 通 し 用 の リ ン グ 等 を 用 い て 端 紐 ５ を 通 す よ う

に す る と 、 網 地 １ の 末 端 ま で 正 六 角 形 の 「 ハ ニ カ ム 目 」 網 目 を 維 持 す る こ と が で き る 。 図

４ の よ う に 防 鳥 網 の 耳 糸 ２ に 通 し た 張 り 紐 ３ を 引 き 絞 り 、 １ ｄ の よ う に 網 地 が 折 り た た ま

れ る と 、 図 ５ の 紐 通 し ４ ａ の 間 隔 は 広 が り 、 端 紐 ５ は 網 幅 の ２ 倍 の 長 さ ま で 使 わ れ る こ と

に な る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 本 案 防 鳥 網 の 圃 場 の 設 置 架 へ の 設 置 例 を 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 す 。 本 案 防 鳥 網 は 、 設 置 架

全 体 を 隙 間 な く 覆 う よ う に 設 置 す る こ と を 基 本 と す る 。 図 １ で 示 し た よ う に 、 本 案 防 鳥 網

の 大 き さ は 、 網 を 完 全 に 展 張 し た 状 態 の 編 地 １ の 幅 と 長 さ を 測 っ た も の で あ る 。 本 案 防 鳥

網 の 張 り 方 は 、 １ ｅ で 示 す よ う に １ 枚 の 網 で 側 面 ２ 面 と 天 井 面 を 同 時 に 張 る 場 合 、 １ ｆ の

よ う に 側 面 を 張 る 場 合 、 １ ｇ の よ う に 天 井 面 を 張 る 場 合 が 考 え ら れ 、 圃 場 や 設 置 架 の 状 況

、 網 の 大 き さ な ど に 合 わ せ て 張 り 方 を 選 択 す る 。 い ず れ の 場 合 も 、 設 置 架 の 支 柱 や 支 柱 間

の 天 井 ケ ー ブ ル 等 に 沿 っ て 張 り 紐 ３ を 引 き な が ら 耳 糸 ２ を 伸 張 し 、 支 柱 や 地 面 と の 間 に 隙

間 が で き な い よ う に 網 地 １ を 展 張 す る 。 本 案 防 鳥 網 は 、 縮 結 を 考 慮 す る 必 要 が 無 い の で 、

網 幅 、 長 さ と も 設 置 面 の １ ０ ０ ～ １ ０ ３ ％ 程 度 の も の を 用 意 す れ ば よ く 、 用 意 し た 防 鳥 網

の 幅 が 設 置 場 所 の 幅 よ り 大 き い 場 合 に は 、 網 目 が 崩 れ な い よ う に 余 分 な 部 分 を 折 り 込 む な

ど し て 調 整 す る 。 網 地 １ が 完 全 に 展 張 さ れ た こ と を 確 認 し 、 最 後 に 張 り 紐 ３ と 端 紐 ５ を 支

柱 に し っ か り と 括 り 付 け て 固 定 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 図 ７ は 、 本 防 鳥 網 を 天 井 面 １ ｇ の み に 使 用 し た 例 で あ る 。 こ の 場 合 、 側 面 に は 網 目 の 小

さ な 成 型 網 や フ ェ ン ス を 用 い て 、 防 鳥 網 や 地 面 と の 間 に 隙 間 が 無 い よ う に 敷 設 す る こ と が

望 ま し い 。 ま た 、 本 案 防 鳥 網 の 簡 易 な 設 置 方 法 と し て 、 天 井 面 １ ｇ の み を 展 張 し 、 圃 場 の

４ 隅 に 設 置 し た 支 柱 に 張 り 紐 ３ お よ び 端 紐 ５ を 括 り 付 け て 固 定 す る 張 り 方 が 考 え ら れ る 。

こ れ は 、 水 田 や ハ ス 田 、 養 魚 場 な ど の よ う に 圃 場 の 畔 や 区 画 枠 が 圃 場 面 よ り 高 く な っ て い

る 場 合 に 有 効 で 、 畔 や 区 画 枠 と 防 鳥 網 の 間 に 隙 間 が で き な い よ う に 敷 設 す る こ と が 有 効 で

あ る 。 さ ら に 、 本 案 防 鳥 網 の 別 の 設 置 例 と し て 、 本 案 防 鳥 網 を 設 置 架 の 側 面 の み に 敷 設 し

、 野 鳥 や 小 動 物 の 側 面 か ら の 侵 入 を 防 除 す る た め の 簡 易 フ ェ ン ス と す る こ と も 考 え ら れ る

。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 図 ８ で 、 設 置 架 に 展 張 さ れ て い る 本 案 防 鳥 網 １ の 撤 収 作 業 例 を 示 す 。 撤 収 作 業 で は 、 支

柱 に 括 り 付 け て あ る 張 り 紐 ３ と 端 紐 ５ を 外 し 、 張 り 紐 ３ を 両 側 か ら 引 き 絞 り な が ら 、 網 地

１ を 畳 ん で い く 。 こ の 作 業 に よ っ て 、 展 張 さ れ た 網 地 １ の 網 目 １ ｃ が 横 方 向 に 引 き 伸 ば さ

れ 、 網 目 １ ｄ の よ う に 折 り 畳 ま れ る 。 本 案 の 正 六 角 形 の 「 ハ ニ カ ム 目 」 網 目 は 上 下 の 網 目

が 接 す る 部 分 １ ｂ が 二 重 と な る 有 結 節 １ ａ 編 み な の で 、 折 り 畳 ま れ た 網 目 １ ｄ に 明 確 な 方

向 性 が あ り 、 網 糸 の 張 力 が 維 持 さ れ て 絡 ま り に く く 、 容 易 に 結 束 し 収 納 で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 本 考 案 防 鳥 網 の 編 地 １ は 、 正 六 角 形 の 「 ハ ニ カ ム 目 」 網 目 を 有 結 節 １ ａ 編 み に す る こ と

に よ る 視 覚 的 な 効 果 を 考 慮 し た も の で あ る 。 正 六 角 形 の 「 ハ ニ カ ム 目 」 網 目 形 状 は 円 に 近

く 、 網 目 の 結 節 １ ａ お よ び 二 重 部 分 １ ｂ が 輪 郭 と し て 強 調 さ れ る 。 こ の 網 目 で 平 面 充 填 さ

れ て い る 網 地 １ は 、 効 果 的 に 着 色 さ れ た 網 糸 を 用 い れ ば 、 一 面 が ハ ス の 葉 の よ う な 円 形 の

物 体 で 覆 わ れ て い る よ う に 見 え る は ず で あ る 。 鳥 類 は 視 覚 認 知 能 力 に 優 れ 、 紫 外 線 域 の 光

波 長 ま で 認 識 可 能 で あ る 。 本 案 防 鳥 網 は 夜 間 採 餌 を 行 う カ モ 類 な ど の 野 鳥 を 防 除 対 象 と す

る の で 、 網 糸 に 蓄 光 性 顔 料 を 含 有 す る 蓄 光 繊 維 素 材 を 用 い て 、 野 鳥 が 夜 間 で も 容 易 に 防 鳥

網 の 存 在 を 容 易 に 察 知 し 、 回 避 で き る よ う に す る こ と が 望 ま し い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ４ 】

１ 　 　 網 地
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１ ａ 　 結 節

１ ｂ 　 上 下 の 網 目 が 重 な り 網 糸 が 二 重 に な る 部 分

１ ｃ 　 防 鳥 網 を 展 張 し た 時 の 網 目

１ ｄ 　 防 鳥 網 を 畳 ん で い る 時 の 網 目

１ ｅ 　 側 面 ２ 面 と 天 井 面 を 覆 う よ う に 網 を 張 る 設 置 例

１ ｆ 　 側 面 に 網 を 張 る 設 置 例

１ ｇ 　 天 井 面 に 網 を 張 る 設 置 例

２ 　 　 耳 糸

２ ａ 　 網 目 と 耳 糸 と の 結 節

２ ｂ 　 耳 糸 上 の 結 節 と 結 節 の 中 間 点

３ 　 　 張 り 紐

４ 　 　 網 地 の 末 端 部

４ ａ 　 端 紐 を 通 す た め ル ー プ 状 の 結 節

５ 　 　 端 紐

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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